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Green MEプロジェクト：農と食を通じたエビデンスのある  

well-being 推進戦略

１ 代表機関・研究統括者

国立大学法人 東京科学大学  山脇正永

２ 研究期間：令和６年度～令和６年度（１年間） 

３ 研究目的 

科学的根拠に基づく身体的・心理的・社会的健康(well-being)増進のた

めの農作業・園芸作業プログラム Green ME(Green enterprise based on 

Medical Evidence)を作成する。 

４ 研究内容及び実施体制 

① Green ME プログラムの well-being 増進へのエビデンス構築

身体的・心理的・社会的（Bio-Psycho-Social：BPS と略）データ

分析、脳機能画像・human sensingを用いた解析、インタビューに

よる質的分析を実施する。（東京科学大学）

② Green MEパイロット研究の実施とプロトコール作成

①で得られたエビデンスをもとに、農と食を視野に入れたwell-being

増進プログラムを Green ME実証研究プロトコールとして作成する。
（東京科学大学）

③ Green ME実証研究（含国際共同研究）準備及び社会実装の準備

英国研究者と協働で国際共同研究プロトコールを作成するとともに、

実証した成果を社会実装するため、行政への働きかけやビジネス化へ

の準備を行う。（東京科学大学）

５ 最終目標 

well-being 増進効果を測定する新たな手法を確立し、科学的根拠に

基づく農作業/園芸作業 Green ME プログラムを策定するとともに、国

際共同研究を含む実証研究及び社会実装の準備を行う。 

６ 期待される効果・貢献 

本取組の効果として、高齢者施設及びデイサービスなどにおける作

業プログラムとしての活用のみならず、農業と健康をつなぐ新たな産

業分野の創出、ひいては地域活性化への貢献も期待される。また、本研

究で開発する well-being 測定法は健康産業への応用も期待できる。 
【連絡先 東京科学大学大学院医歯学総合研究科 03-5803-4508】 
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